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ュー調査の協力者は 6名そのうち男性 3名、女性 3名、30代 1名、40代 4名、50代
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ト調査を基に量的データを収集し分析を行い、第 4 章と第 5 章では質的研究を行い、
これらのデータをトライアンギュレートさせた。様々な手法を組み合わせることで多
角的な視点から現代を生きる大学英語教員のモティベーションに関する分析を行っ
た。とくに第 4 章と 5 章における質的研究に関して以下の 3 点について触れている。
インフォームドコンセント、守秘義務、プライバシーの保護について触れている。な
ぜなら本研究は、英語教員各々がこれまでキャリアにおいて大学英語教師として経験
したこと、個人的価値観、洞察などを含む極めて個人的なデータを含むためである。 
 本研究に関する限界点として一般化についてとサンプリングについて触れられた。ま
ず、一般化について、本件研究における 6 名の研究協力者から得られたデータ、結果、
分析は第 4章、第 5章で扱う質的研究は、厳密にはまったく同じ経験をしてする者は一
人もいないであろう。そのため、一般化をすることは難しいと言える。しかし、これら
のケーススタディーは現実的な視点から大学英語教師という職業を通し、そのキャリア
を概観することを可能とした。日々教師たちが直面している困難、問題点、解決法をそ
れぞれのライフストーリーと共に彼らの直面する現実を丹念に描いた。本研究は大学英
語英語教師というプロフェッション、そしてそのキャリアにおけるモティベーションが
いかに変化変容していくか理解を深めることを可能にした。 
次に、本研究におけるサンプリングに関し、ランダムサンプルを使用した研究をう
には非常に厳しい内容であったことについて触れている。その理由として、本研究に
おいて多くの時間、そしてコストがかかり、個人的な経験、洞察などを含む内容であ
ることが挙げられた。全体として、本研究において、モティベーションレベルの非常
に高い者が本研究に協力する意思を示し、実際に参加する傾向にあった。逆にモティ
ベーションの低い教員を本研究で扱うことは非常に難しいということにも触れてい
る。また、教師自身は常に研究を実施する側におり、研究される対象としては不慣れ
であることから、現時点ではランダムサンプルを使用した研究を実施することが困難
であったことに言及している。 
本研究において、研究対象として日本人大学英語教師に焦点をあてた。今後の研究
の方向性としては、大学英語教師モティベーションの国際比較、また英語母語者と第
2言語話者における比較など、日本人英語教師のみにとどまらず、多角的な視点から
英語教師モティベーションを研究、分析していきたい。なぜなら現在の日本の大学に
おける英語教師の多くはまたネイティブ教員であるからである。また、本研究で明ら
かになったことは日本の大学教員特有の結果であったのか、英語教師モティベーショ
ンを国際的に比較・検討する必要がある。 
 
